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４月に行われた全国学力学習状況調査の質問紙調査では、ICTに関する項目がありました。今回の通信では、質問紙

調査から見える京築管内の現状とICTの効率的・効果的な活用について紹介します。

「導入期」から「活用期」の実践へ

通信の充実・改善のため、右のQRコードからアンケートに御協力ください。

効率的・効果的な活用をした授業ってどんなもの？

「ＩＣＴを効率的・効果的に
活用する」ために、次の２つ
の点で考えてみましょう。

①ＩＣＴを活用したことが時
間の短縮につながったか。

②ねらう資質・能力を育成す
るために、ＩＣＴだからこ
そできる授業になっていた
か。

二等辺三角形の作図をす
るため（目的）に、保存して
いるコンパスの使い方の動
画を自分のペースで何度も
繰り返し見ながら、三角形
をノートにかいている。

小学校算数「三角形と角」

コンパスの使い方
を忘れている児童
が多いな・・・

実験結果を全体で共有す
るため（目的）に、共同編集
できるシートに自分の調べ
た結果をタブレットで記入
している。

中学校理科「化学変化と物質の質量」

それぞれが調べた
実験結果を短時
間で共有できな
いかな・・・

管内の先生方の努力によって管内ではＩＣＴを活用した授業が多く実施されており、児童生徒にその有
用性を感じさせることができていることがうかがえます。ただし、使用頻度に関しては、週１回未満の児
童生徒が、小学校は１８．３％、中学校が２１．９％おり、学校や学級間の格差が懸念されます。活用さ
れていない先生は、まずは授業の中で活用をお願いします。

片づけに時間がかか
るので、数図ブロッ
クの操作をタブレッ
トでしようかな・・・

児童生徒にとって、五感で感じる体験を伴う活動、算数・
数学科における具体的な操作活動、理科の実験等は、実感
を伴った理解をすることが大切です。発達段階や授業でね
らう資質・能力を考えて活用をしていきましょう。

効果的でない活用も・・・

日常的に活用している先生方に、これから目指していただきたい

のは、左の図の「活用期」の実践です。キーワードは、ＩＣＴの
特性や強みを生かし、効率的・効果的な活用をしていくことです。
大切なことは、「児童生徒に本時で身に付けさせたい資質・能力を
育成するために、ＩＣＴが有効に働いたか」ということです。何の
ために使うのかという目的やどう使うかという方法、児童生徒に
とってどういうよさがあるかという効果を検討して授業設計をして
いきましょう。

準備が大変なの
で、理科の実験
を動画で視聴さ
せようかな・・・

・ ICTを週３回以上活用
している児童生徒の割
合が、小中ともに県より
も高い。

・ 学習においてICTを役
に立つと考えている児
童生徒の割合が小中と
もに県よりも高い。


